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育委員会だより教
今年の夏も
　「ＯＳＩＧＯＴＯ体験隊」

キッザニア甲子園に出動!!

　今年で２年目となった「ＯＳＩＧＯＴＯ体験隊」。夏休みに入った７月23日・24日に、大豊町教育委員会主催
で、おおとよ小学校５年生を対象に夏休み企画として「ＯＳＩＧＯＴＯ体験隊」が、西宮市のキッザニア甲子園
に出動しました。
　キッザニア甲子園は、リアルな街の中で、こども達が職業体験や社会体験にチャレンジし、楽しみながら社会
のしくみを学ぶことができる「こどもが主役の街」です。
　大豊の子どもたちにもキャリア教育の一環として、子どもたちに自分の将来について考える機会を提供し、働
くことの意味や仕事の楽しさ、お金の価値など、「生きる力」を身につけてもらいたいと考えています。

▪児童の感想▪

おおとよ小学校　５年　平野文太

　キッザニアで仕事をする時に心がド
キドキして、いろいろな仕事が体験で
きてとても楽しかったです。自分たちで
行動して考えるのがとても楽しかった
です。

【体験後のアンケート結果から】

｢何か新しいことにチャレンジしてみたいですか？｣

ＯＳＩＧＯＴＯ体験後には「とても思う」児童が
２倍以上になっており、挑戦する楽しさを
感じている児童が増えています。

オーストラリア中学生来町ホームステイ
“大豊町は山に囲まれてきれいな所だ。日本に行く人にお勧めするよ。
Otoyo is a beautiful town in the mountains. I would recommend it to anyone who goes to Japan!”

“これは二度とない経験だけど、またやってみたいと思う。
This kind of experience is once in a lifetime, and I hope I can do it again.”

“「別れの時に‘家族の一員だ’と言って感動しました」。
I was truly touched when my host father said ‘you are a member of my family’ as we were saying 
goodbye.”

　６月30日にオーストラリアメルボルン市にあるヘリベリー
校の中学３年生14人と先生２人が来町し、２泊ホームステ
イをしました。12時52分に大歩危駅に着き、バスで早明浦
ダムへ向かい、生徒はオーストラリアと違う景色を見て驚き、
目を見張りました。大豊町の方に向かってバスの窓から町の
景色を眺め、「自然が豊か、山々に囲まれ青々とした木はす
ごいな」という印象を受けました。
　大豊町中学校に着いた時に、中学生に厚く歓迎されてびっ
くりしました。「中学校の玄関の上には歓迎の幕が貼られて、
‘ヘリベリー校’と書いてあった。うちの学校の校章も書い
てあったよ。すごいね！」とヘリベリー校の中学生の女の子
が言っていました。放課後、ヘリベリー校の生徒はホストファミリーと一緒に帰って２泊のホームステイが始ま
りました。
　７月１日にヘリベリー校の生徒は中学校の授業と小学校の５・６年生の授業にも参加し、良い交流ができまし
た。ヘリベリー校はキャンパスが３棟あり、保育所から高校３年生までで、合わせて生徒数は約3,500人です。
それに比べて大豊町の小・中学校の人数は少ないですが、「生徒のみんなと仲良くし、特に小学生が仲良くして
くれて、オーストラリアの学校と違ってびっくりした」とヘリベリー校の生徒が言っていました。

　ホームステイとは外国の家庭に寄宿し、違う文化、そして違う言語の環境で生活することで、異文化交流がで
きる貴重な経験です。ホームステイによってヘリベリー校の生徒は日本とオーストラリアの様々な違いに気がつ
きました。「靴で家の中の床を歩くのは汚いことを知らなかった。家を出たり、入ったりする時は、はき替える。
オーストラリアにははき替える習慣はあまりない」。「オーストラリアでは床に座らない。ホームステイの家は
椅子やソファーがなく、長い間床に座って慣れない習慣だったが、家族の一員になった」ようにいつもの通りの
日本の生活を体験し、いい交流になりました。
　この２泊はあっという間に経ちましたが、７月２日のホストファミリーと別れた後、「別れたくないくらい楽
しかった経験」だったと生徒は話していました。

　そして、ヘリベリー校の生徒だけではなく、ホス
トファミリーもこの経験と思い出を大切にすると思
います。今年のホストファミリーには心よくお引き
受けいただき重ねて厚くお礼申し上げます。来年も
ヘリベリー校の生徒のホームステイ先を探しますの
で、国際交流の趣旨をご理解いただき、ご協力をお
願いいたします。

ヒッブス・エリージェーン　　　　
（大豊町教育委員会、国際交流員）


